















































見なされ、前者よりも “軽く ” 捉えられている。
　私は、この「横糸」こそが、実は「縦糸」よりも根本の働きをもち、古い根をもつ概念で
あることを明かにしたいと考えている。この「横糸」が通らねば、現実という布は具体的な
















































































































































































































































経費による平成 23 － 24 年度「理論と実践の融合」に関する共同研究活動「認知科学的
手法に基づく文章作成力向上のためのプログラム開発」（研究代表者　菅井三実）、及び









































　芦田恵之助は、1904（明治 37）年から 1921（大正 10）年までの 17 年間、東京高等師範



































2．第 1 時と第 2時の授業記録を読み、とくに第 2時では、◎ ’、◎、・○、○、4つの
評価の規準のとり方と、授業中朗読された 5編の優秀文（◎ ’）の内容に注意する。
3．カード化された第 1時の作品群を読み、自分なりに◎ ’、◎、・○、○、の評価を行う。















　考察者が評点をつけた 54 編のうち、芦田の評点と比べて高くはずしたもの 18 編、低くは
ずしたもの 5編、一致したもの 31 編、一致率は 57.4％であった。
　考察者は、小学校での作文指導の経験はなく、（但し、この実験の時点までに中学・高校









































氏名 第 1回題目 芦 M 第 2回題目 芦 M
1 青山　　潤 僕のまり ◎ ◎ 野球 ◎ ◎
2 荒木　浩二 僕のくせ ＊　　　 ○ ◎ 我らの学校 ◎ ’ ◎ ’
3 飯田　富雄 野球 ○ ・○ お母さんのおかへり ◎ ◎
4 池田　　実 田中君の家 ＊　　　 ○ ◎ かじか取 ◎ ◎
5 出村　　作 一匹のはえ（朗読） ◎ ’ ／ （収録もれ）うちの店 ◎ ／
6 内山　英三 つなわたり ＊　　　 ○ ◎ ねこ ◎ ◎
7 岡内　政夫 いちごのしみつ ○ ○ ほうがんとり ○ ○
8 岡本　　明 花火 ○ ・○ 七夕 ・○ ○
9 奥村　一郎 僕のせ中 ○ ◎ 夏休み ◎ ◎
10 笠島　昌夫 おたもい ○ ○ ねずみ ◎ ◎
11 笠原　政治 やきゅう ○ ○ あばれ馬 ◎ ◎
12 笠森吉次郎 かにつり ○ ○ がき ○ ○
13 金木　一男 くまうす ○ ○ うちの池 ○ ○
14 金子　真一 つり ＊　　　 ○ ◎ をたもい ＊　　　 ・○ ◎
15 川島　正明 海水よく ＊　　　 ○ ◎ 内のペス ◎ ◎
16 川村　邦夫 やきふ ○ ○ ざりがにとり ○ ○
17 北村二三男 せん水かん ◎ ◎ だいすきな海 ◎ ◎ ’
18 木下　　茂 オタモイ ・○ 〇 家さ来る佐藤さん ＊　　　 ◎ ・○
19 草島　　保 もみじ ○ ・○ 舟 ○ ・○
20 工藤　宗一 熊うす ○ ○ かいりとうばん ◎ ◎
21 黒田　謙治 兄弟 ＊　　　 ○ ◎ 朝の手つだい ◎ ◎ ’
22 幸田　龍夫 オタモイ ○ ○ ざりがにとり ◎ ◎
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23 小向　　勉 にはとり ＊　　　 ○ ◎ ふろ ＊　　　 ◎ ・○
24 紺野　寿夫 （欠席） 僕の犬 ○ ○
25 桜田　　嶽 つり ◎ ◎ 僕の畑 ◎ ◎
26 佐藤　佐一 きよくばに行く途中と朝 ・○ 〇 昨日の朝 ◎ ◎
27 佐藤　清作 しようわ湯 ◎ ◎ リックサック ○ ・○
28 佐藤　六郎 をこばち山 ○ ○ 天かつ ♯　　　 ◎ ◎
29 下間登志夫 げんぶ館 ◎ ◎ 天勝 ♯　　　 ◎ ◎
30 志摩　国司 まめの花 ＊　　　 ○ ◎ おたまじゃくし ＊　　　 ○ ◎
31 菅原　周一 どん山 ◎ ◎ さくらんぼの木 ＊　　　 ◎ ・○
32 武田　澄雄 くものす（朗読） ◎ ’ ／ かへるの子 ◎ ’ ◎ ’
33 竹部　忠恕 はしりはばとび ・○ ◎ 子犬 ◎ ◎ ’
34 田中　孝吉 家の田んぼ ＊　　　 ◎ ○ すずめ ◎ ’ ◎ ’
35 田中　忠雄 しやぼんだま ○ ○ トマト ◎ ◎
36 田中富三夫 さし木 ○ ◎ 家の畠 ◎ ◎
37 辻　　篤造 海（朗読） ◎ ’ ／ 八十五ごうせん水艦 ◎ ◎ ’
38 戸田　哲夫 ほうがんとり ○ ○ 水てつぽう ＊　　　 ◎ ・○
39 中井　　武 風雲みなぎる太平洋 ◎ ’ ／ 剣道 ◎ ’ ◎ ’
40 二俣　三郎 田中の家の前 ＊　　　 ○ ◎ すまふ ◎ ◎
41 萩原　一郎 木上り ◎ ◎ 今朝 ◎ ◎ ’
42 橋本　　登 およぎ ○ ○ （欠席）
43 畑下　光雄 （収録漏れ）つり ◎ ／ （欠席）
44 浜村　光市 うちのお父さん ○ ◎ やきふ ＊　　　 ◎ ○
45 福島　博文 サーカス ◎ ◎ 天気の朝 ◎ ◎ ’
46 藤井　　充 たなばた ＊　　　 ○ ◎ くものす ＊　　　 ・○ ◎
47 藤村　　博 野球 ＊　　　 ◎ ・○ げた ◎ ’ ◎ ’
48 保坂　　章 くまうす ○ ○ さかな ○ ○
49 星野　文一 ぼくの兄さん ○ ○ お寺まいり ＊　　　 ◎ ・○
50 本間　康嗣 しづく（朗読・批正材） ◎ ’ ／ 僕の大工 ◎ ◎ ’
51 松井　清二 初をよぎ ○ ◎ 今朝 ◎ ◎ ’
52 丸岡　與清 けんどう（朗読） ◎ ／ うさぎ（朗読） ◎ ’ ◎ ’
53 村田　謙治 初夏 ＊　　　 ◎ ・○ 僕の通っている学校 ◎ ◎ ’
54 矢口　時矢 日曜日 ○ ○ べんとうのおかず ◎ ◎
55 柳田　　実 天宮山 ◎ ◎ つり ◎ ◎
56 八幡　敏成 野球 ◎ ◎ つり ◎ ◎ ’
57 山田　善吉 ざりかに取 ◎ ◎ かつどう ○ ・○
58 山田礼二郎 せん水艦 ○ ○ 航海 ◎ ’ ◎ ’
59 山本槍一郎 ざりかにとり ◎ ◎ 山あそび ◎ ◎
60 若松　芳彦 あしだ先生 ○ ○ 僕の花畑 ◎ ◎
61 輪倉　正男 ほうがんとり ○ ○ はやをき ○ ・○
62 渡辺　由雄 うへ木 ◎ ◎ 二匹のペル ◎ ◎












































































版を用いて「評価実験」を行い結果を村井 1987 にまとめた。〈表 1〉は論稿再録である。
⑹　個別の児童文を取り上げた解釈と分析は村井 1987 で行った。それ以外の作品から 8編
を選び、学部授業の教材として継続して用い、毎年学生の反応分析を行っている。
⑺　「対話環モデル」の形、機能、意義については、村井 2009、2017 で述べた。また『教科
内容学に基づく小学校教科専門科目テキスト（国語）』2016　第 1 章に、簡略な説明を記
述した。（鳴門教育大学教科内容学研究会編著　ISBN978-4-903805-21-4）
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